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J23b すざく衛星による 1E1740.7−2942の観測 II

○東慶一、北本俊二、村上弘志 (立教大理)

1E1740.7−2942は 1984年に Einstein衛星によって初めて観測された。1E1740.7−2942は銀河中心付近にあ
り、511keVの電子 −陽電子対消滅線や数秒角に伸びる電波ジェットなどが観測されており、代表的なマイクロ
クエーサーである。これまでのX線の観測結果では、非常に強い吸収 (NH∼1023cm−2)を受けたハードなベキ型
(Γ ∼1.6)スペクトルを示すことが報告されている。
すざく衛星は 1E1740.7−2942を 2006年 10月 9日と 2008年 9月 8日に、それぞれ、約 40ksec観測した。今回

は、それぞれのXISとHXDの観測データを用い、0.6keVから 600keVのエネルギースペクトルを解析した。ほ
ぼ 2年間を隔てた 2回の観測で、2008年の Fluxは 2006年に比べ 10%程度低くなっていることがわかった。GSO
のデータで電子陽電子対消滅線を調査した。22Naによる 511keVや 152Euの 344keV輝線の影響があり、解析で
は上限を求めるのが困難で、二回の観測共に有意に検出できなかった。さらに詳細な結果をふまえて報告する。


